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富山市立小・中学校 再編原案検討リスト
（富山中央地域、富山西部地域、富山東部地域）



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION ‐7‐

富山中央地域小・中学校再編原案検討リスト
《地域内の学校》
小学校：芝園小学校、西田地方小学校、中央小学校、柳町小学校、奥田小学校、奥田北小学校、堀川小学校、光陽小学校
中学校：芝園中学校、堀川中学校、南部中学校、奥田中学校、大泉中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

1 柳町小学校 中央小学校 現　中央小学校
適正

(17)

適正

(18)

適正

(13)

適正

(12)
1 0 5 6 2% 3人 富山中央-1

2 柳町小学校 奥田小学校 現　奥田小学校
大

(19)

適正

(18)

適正

(14)

適正

(12)
▲ 4 ▲ 3 1 3 1% 2人 富山中央-2

3 柳町小学校（奥田小校区） 奥田小学校 現　奥田小学校
適正

(17)

適正

(13)

適正

(12)

適正

(12)
▲ 2 2 3 3 0% 0人 富山中央-3(1)

4 柳町小学校（東部小校区） 東部小学校 現　東部小学校
適正

(14)

適正

(12)

適正

(12)

適正

(12)
2 4 4 4 0% 0人 富山中央-3(2)

5 柳町小学校 芝園小学校 現　芝園小学校
大

(23)

大

(24)

大

(24)

大

(24)
▲ 1 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 3% 5人 除外

リスト

No

地域

生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案

富山

中央

統合

■　適正規模となる組合せを検討した結果、いず

　れの再編原案においても長期的に適正規模を確

　保できる。

■　No.2はR17年、No.3はR12年には教室不

　足が解消するため、長期的な視点から再編原案

　とした。

■　No.5は長期的に大規模となるため、再編原

　案から除外した。

通学区域変更

備考
再編対象校

再編対象校との組み合わせを

検討する学校
再編先学校

学校規模

（学級数）
再編先学校の教室充足状況

通学

距離

(複式学級がある学校) (全学年単学級の学校)
R3

手法



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION ‐35‐

富山西部地域小・中学校再編原案検討リスト
《地域内の学校》
小学校：桜谷小学校、五福小学校、神明小学校
中学校：西部中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

55
富山

西部
神明小学校 五福小学校 現　五福小学校

適正

(18)

適正

(18)

適正

(14)

適正

(13)
1 1 5 6 55% 92人 富山西部-1 統合

■　適正規模となる組合せを検討した結果、再編

　原案は長期的に適正規模を確保できる。

リスト

No

地域

生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案 備考
再編対象校

再編対象校との組み合わせを

検討する学校
再編先学校

学校規模

（学級数）
再編先学校の教室充足状況

通学

距離

(複式学級がある学校) (全学年単学級の学校)
R3

手法



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION ‐39‐

富山東部地域小・中学校再編原案検討リスト
《地域内の学校》
小学校：東部小学校、新庄小学校、新庄北小学校、藤ノ木小学校、広田小学校、山室小学校、山室中部小学校、太田小学校
中学校：東部中学校、新庄中学校、山室中学校、藤ノ木中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

56 太田小学校 山室中部小学校 現　山室中部小学校
大

(21)

大

(20)

適正

(18)

適正

(18)
1 2 4 4 48% 88人 富山東部-1 統合

57 太田小学校 山室小学校 現　山室小学校
大

(27)

大

(24)

大

(24)

大

(24)
▲ 8 ▲ 5 ▲ 5 ▲ 5 61% 113人 除外

リスト

No

地域

生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案

富山

東部

■　No.56はR17年には適正規模となるため、

　長期的な視点から再編原案とした。

備考
再編対象校

再編対象校との組み合わせを

検討する学校
再編先学校

学校規模

（学級数）
再編先学校の教室充足状況

通学

距離

(複式学級がある学校) (全学年単学級の学校)
R3

手法


